生物多様性モデル校事業実施要綱
（目的）
第１条　この要綱は生物多様性モデル校（以下、「モデル校」という。）事業を実施することにより、県内の小・中学校の児童・生徒に「生きもののつながり」の大切さを自ら発見する機会を提供し、生物多様性保全に関する普及・啓発を図ることを目的とする。
（活動内容）

第２条　モデル校は第３条に規定する活動計画書に基づき、生物多様性の保全に係る活動を実施するものとする。
２ モデル校は前項の活動について、地域の団体とともに行うことができるものとする。
（活動報告書及び活動計画書）
第３条　モデル校は、毎年度末に、当該年度の活動報告書（様式１）及び次年度の活動計画書（様式２）を知事に提出するものとする。ただし、指定初年度については当該年度の４月末日までに活動計画書（様式２）を、指定最終年度は活動報告書（様式１）を提出するものとする。なお、当該様式は任意の様式でもよいものとする。
２　モデル校は、年度の途中で随時計画を変更することができるものとする。その場合速やかに、変更した内容で活動計画書（様式２）を提出するものとする。

３　地域単位で指定されている場合は、当該年度に活動する学校ごとに前項報告書及び計画書を提出するものとする。

（県からの援助等）
第４条　知事はモデル校が第２条に規定する活動を行う場合、予算の範囲内で次に掲げる援助等を行う。
(1) 観察会・学習会・講演会等の開催に伴う経費
(2) 活動に必要な図鑑・ビデオ・調査道具等の提供
(3) その他知事が必要と認めるもの

２　モデル校は前項に規定する援助等を受けたい場合は、次に掲げる申請書を提出期限までに知事に提出するものとする。
　(1) 講師の派遣　「講師派遣申請書」（様式７）  開催日の２ヶ月前

　(2) 物品の提供　「物品提供申請書」（様式８）　入手期限日の２ヶ月前
　(3) 図書の提供　「図書提供申請書」（様式９）　入手期限日の１ヶ月前

　(4) その他の援助等　「その他申請書」（様式10）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開催日・入手期限日の２ヶ月前

３　前項申請書が提出された場合は、知事は申請書の受理が可能かどうか判断し、申請書に不備があるとき、または申請に応じることができないときは、速やかにモデル校に連絡するものとする。
４　第２項の申請書の受理が可能である場合は、知事は速やかに必要な手続きを行い、入手予定日等必要事項について、モデル校に連絡するものとする。

（生物多様性モデル校だより）
第５条　知事は年度終了後、各学校の報告を「生物多様性モデル校だより」としてとりまとめ、各学校長及び当該校を所管する教育長に配布するものとする。

　附則　

　　この要綱は、平成2４年４月１日から施行する。

